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科目ｺｰﾄﾞ 科　　　目　　　名 単位数 開講期 備　考

エネルギー変換細胞学専攻実験 ３
３

前　期
後　期

応用構造生物学専攻実験 ３
３

開講しない

分子生体触媒化学専攻実験 ３
３

前　期
後　期

分子微生物科学専攻実験 ３
３

前　期
後　期

森林圏遺伝子統御学専攻実験 ３
３

前　期
後　期

森林代謝機能化学専攻実験 ３
３

前　期
後　期

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ変換化学専攻実験 ３
３

前　期
後　期

研究論文

　　応用生命科学専攻の単位修得方法

　７）研究論文は修了を希望する学期に履修登録すること。

　４）所属分野の演習及び実験以外の既修得科目を再度履修した場合は、修了要件単位には含まれない。
　　　毎年講師が変わる集中講義についても同様である。

　５）表中の備考欄の１は１回生配当科目、２は２回生配当科目である。

　６）表中、◎は留学生の履修者があれば、英語で講義を行う可能性のある科目を示す。

担　当　教　員　氏　名

飛松裕基・巽　奏

岸本崇生・渡邊崇人・西村裕志

　１）研究指導を受ける専攻分野で開設される演習６単位及び専攻実験１２単位を含み、合計３０単位
      以上を履修すること。
　　　但し、2回生配当科目は4単位以上を履修すること（但し、農学特別コースの学生は除く）。

　２）表中、△のついた科目は原則として留学生のみを対象とする。

杉山暁史・棟方涼介

井上善晴

水谷公彦

山口信次郎・増口 潔・林 謙吾

　３）所属専攻以外の専攻の科目を履修して、修了に必要な単位として認定を受けようとする場合は、
　　　予め所属専攻事務室に届出を行い、専攻長の承認を得ておくこと。

栗原達夫・川本 純・小川拓哉
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